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＜連絡事項＞

・特記なし
＜患者様連絡事項＞

・高橋　セン様～明日4/20、南病棟へ転棟予定。

・小林　きよ様～4/21　15：30、主治医面談予定。

・犹守　佑太様～4/21　11：00、主治医面談予定。

・山﨑　清助様～持参薬のセロクエルは飲み切り止めと指示。また、本日排便4日ないため、田名部Drよりセンナリド2T　1×vds　1回分処方となる。

・聖前　偉三郎様～本日、主治医面談実施。長女様夫婦来院されている。
　　　　　　　　　BPSDは落ち着いてきたが、肺炎の所見ありと経過説明している。回復すれば、外出泊訓練を行って自宅退院を目指していく。年齢、持病の影響もあり、急変する可能性もありうるが、その際は心マは不要と看取りを希望されている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～20：00～翌6：00の時間隔離。妄想発言や女性に関する訴えなく、余暇はホールで将棋をしたりと他者交流見られている。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。

＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～昨晩、38℃台の発熱あり。酸素飽和濃度90％台で一時的にO2投与している。今朝は活気なく、エプリッチも殆ど摂取せず。伊藤Drより胸部X-P施行指示あり、施行。肺炎所見みられ、点滴1本追加となり、抗生剤開始となる。昼食より食止め。明日採血の指示あり。痰絡みあり、適宜吸引している。

　　　　　　　　　

・清川　いし様～配膳すると、「私は食べる資格がありません」と拒否的な発言聞かれているが、皆が食べ始めるのを見て摂取している。各食全量摂取する。帰宅要求はあるが傾聴にて落ち着く。余暇は他者交流も見られている。
・小林　キヨ様～食事は各食1/2程度と少なめ。排泄に関する訴えや心気的な発言はない。

　　　　　　　　自室で経過、荷物の出し入れを繰り返している。

・前田　誠子様～本日10：15、苛々して落ち着かないと頓服の希望あり、コントミン（25）1T内服する。13：00頃より頻回にスタッフルームに来て、「モゾモゾしていられない」と頓服や注射の要求続く。14：00、主治医指示にてコントミン（25）1T、タスモリン（1）1T内服する。帰宅要求も聞かれている為、次回診察時に主治医に相談してみるよう促す。

・池野　功一様～バイタル異常なし。食事は拒否している。介助しようとすると、「お前は死刑だ」「この女を死刑にしろ」と発言あり、睨みつけている。口に運ぶと唇をかみ締め抵抗する。飲料、ゼリー類は拒否なく摂取している。排泄や整容時の介入拒否、抵抗はない。

・南部　てる様～食事は1/3程度と少なめ。排泄はトイレ誘導している。終始穏やか、帰宅要求もなく落ち着いている。

　　　　　　　　

・本堂　秀夫様～他室侵入あり常時介入要している。介入に対し、易怒性はない。

・澁谷　兼一様～「いつ帰れるんだ、迎えが来ているはずだ。」と話すことあるが、介入に対し、易怒性はない。

＜深澤Dr診察＞

・坂上　忠三郎様～血糖値安定しているため、4/22より血糖測定中止となる。

・木村　美智子様～ＯＴ導入検討していくよう指示あり。

＜新入院患者様＞

・中堤　みつえ様（84）

主病名：妄想性障害

入院形態：医療保護

　主治医：伊藤Ｄｒ

（経過）

　H25.9月大雨災害により自宅裏の崖崩れのため避難指示があり、施設へ入居。入居中、独語や被害的言動があり、他利用者との関係性は不良。H28.5月には退去し自宅で単身生活を再開。しかし、衣類を盗まれたと話す、大声を出すことや徘徊等があり、近所から苦情が出ていた。保健師が介入し環境について、配食サービスの提供など行なっているが、健康管理や服薬管理など困難な状態であることから、認知症鑑別含め当センター受診。H29.4.19初診し、親族より入院治療の希望あり。当院1回目の入院(医療保護)となる。

・LTセットはBプラン。オムツは契約しない。どうしても本人がLTセットを拒否し続けるようであれば、埼玉在住の妹様に衣類の準備を依頼する。

・下着（ショーツ類）は業者洗濯

・買い物カードなし

・平野　稔様（56）

　病　　名：躁鬱病

　入院形態：医療保護入院(当院3回目)

　主治医　：田名部Dr

（経過）

当院へ2回の入院歴あり。(最終:H25.8.19～H25.9.28)H25.9.28当院退院後は定期的な外来通院を行っており、訪問看護ステーション「五福」を利用。病状は落ち着いており、就労もしていた。H29.4.16頃より不眠、多弁等の症状が出現。H29.4.19診察時、声高さ、多弁あり。攻撃的口調目立っているため、躁状態の消失目的にて、東病棟Aユニットへ当院3回目の入院(医療保護)となる。

